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研究成果の概要（和文）：本研究では、経口的咽喉頭部分切除術（TOVS）について、術後嚥下機能の解析を運動
学的な側面から行った。術後の高解像度マノメトリー（HRM）を経時的に解析すると、術後17日の中下咽頭部最
大圧が顕著な低値を示したが、術後3か月では回復を示した。次に音声障害の発生予防として、術中ステロイド
局注を用いた方法の有効性について検討し、局注群において声帯運動の改善傾向が認められた。最後に、術前嚥
下訓練として呼気抵抗負荷トレーニングを導入した。訓練を行うことにより、直接嚥下訓練をより安全に進めら
れる可能性が考えられた。

研究成果の概要（英文）：In this study, we conducted an analysis of postoperative swallowing function
 in relation to transoral videolaryngoscopic surgery (TOVS) from a kinematic perspective. When the 
postoperative high-resolution manometry (HRM) was analyzed over time, it showed a significant 
decrease in maximum pressure in the oro and hypopharyngeal regions at postoperative day 17, but 
recovery was observed at 3 months postoperatively. Next, we examined the effectiveness of 
intraoperative steroid injection as a preventive method for voice disorders, and improvement in 
vocal fold movement was observed in the injection group. Finally, we introduced expiratory 
resistance training as preoperative swallowing training. This training suggested the possibility of 
conducting direct swallowing training more safely.

研究分野： 嚥下障害

キーワード： 嚥下障害　音声障害　頭頸部癌　経口的切除
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令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
近年、悪性腫瘍の治療においては腫瘍の制御のみならず生活の質（QOL）の維持が求められている。そういった
社会情勢のなかで本研究は、頭頸部癌術後の嚥下・音声機能の解析と障害発生予防に焦点を当てて研究を進め
た。
経口的腫瘍切除術後嚥下障害の運動学的側面から、障害発生メカニズムと回復の詳細な解析が出来た。また音声
障害発生予防については、術中ステロイド局注の成果を示すことが出来た。嚥下障害発生予防にについては、術
前の呼気抵抗負荷トレーニングが有効である可能性が示された。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
 
１．研究開始当初の背景 
近年、悪性腫瘍の治療において、腫瘍の制御だけでなく、生活の質（QOL）の維持が求められ

るようになってきている。頭頸部に発生する悪性腫瘍は、構音や嚥下といった QOL に直結する
器官に障害が生じるため、腫瘍学的な視点のみならず、QOL の視点を入れて治療法を検討する
必要がある。 
 頭頸部癌のうち、下咽頭癌・喉頭癌の治療には、（化学）放射線療法、頸部外切開による咽頭・
喉頭部分切除術、経口的咽頭・喉頭部分切除術がある。最近になり低侵襲手術として、経口的に
腫瘍の切除を行う術式が注目されている。経口的咽喉頭部分切除術（Transoral Videolaryngoscopic 
Surgery:TOVS）は、当科で独自に開発した喉頭内視鏡下に腫瘍の一塊切除を行う術式である
（Shiotani A, et al: Otolaryngol Head Neck Surg. 2011、Yamashita T, et al: Head Neck. 2011、Tomifuji 
M,et al: Eur Arch Otorhinolaryngol. 2014）。本術式では、疾患特異的生存率、喉頭温存率は 90％以
上、粗生存率は 88％（3 年）であり、良好な治療成績、喉頭温存率であるといえる。 
 我々は、今回研究課題に挙げた TOVS について、平成 28-30 年度文部科学省科学研究費基盤研
究(C) 「経口的喉頭機能温存手術後の音声・嚥下機能評価法の確立と臨床応用」（研究代表者：
谷合信一）で研究を実施しており、現在までに下記の結果を得ている。 
原田ら（2017）は、TOVS の術前・術直後・術後 3 カ月以降の嚥下造影（VF）画像を解析し、

喉頭挙上距離、喉頭前方移動距離、喉頭挙上遅延時間には有意差を認めなかった。しかし、
Penetration Aspiration Score （PAS）と梨状陥凹残留は術直後に有意に悪化し、3 か月以降は回復
するとしている。 
 音声障害の解析においては、音声障害発生のリスク因子を解析した。単変量解析では、梨状陥
凹内側および外側切除と頸部郭清の有無に有意差を認めた。多変量解析の結果では、切除亜部位
として、梨状陥凹内側および外側切除がリスク因子と挙げられ、T 分類や、放射線の既往、頸部
郭清の有無等は、有意差は認めなかった。その原因としては、反回神経麻痺ではなく、輪状披裂
関節の固着が関与していると考えられた（Tanaka  S. et al, 2017）。 
 このように様々な側面から解析が進んでいる TOVS 術後の音声・嚥下機能であるが、嚥下機
能については術後一過性の機能低下の原因が、咽頭収縮力の低下によるものなのか、食道入口部
開大によるものなのかといった運動学的なメカニズムについては不明といえる。さらに近年の
QOL 重視となっている癌治療において、いかに術後機能低下を予防するかは重要であり、この
点での解析は不十分であるのが現状である。 
 
 
２．研究の目的 
研究 1：高解像度マノメトリー（HRM）を用いた TOVS 術後嚥下機能の解析 
経口的咽喉頭部分切除術（TOVS）術後の嚥下障害の分析に関して、運動学的な視点の解析が必

要と考え、高解像度マノメトリー（HRM）と嚥下造影（VF）を用いて経時的変化の詳細な解析を
行った。 
 
研究 2：術中ステロイド局注を用いた音声障害予防に関する検討 

TOVS は経口的なアプローチのため、術後の下咽頭創部瘢痕拘縮が原因と考えられる声帯運
動障害や通過障害等の有害事象も生じることがある。食道癌の内視鏡治療では以前より術後瘢
痕拘縮による食道狭窄をきたす危険性が高い症例に関して、創部へのステロイド局注やステロ
イド内服加療が狭窄予防に有効と報告されているが、咽喉頭領域に関しての有用性の報告はみ
られない。そこで我々は、TOVS 術後の下咽頭創部瘢痕拘縮が危惧される症例に対して、ステロ
イド局注の有用性、安全性について検討した。 
 
研究 3：術前リハビリテーションの導入と有効性の検討 

TOVS 患者を対象に、術後嚥下障害発生の高リスク患者に対し、呼気抵抗負荷トレーニング
（EMST）を術前訓練として導入し、その効果を検討した。 
 
 
３．研究の方法 
研究 1：高解像度マノメトリー（HRM）を用いた TOVS 術後嚥下機能の解析 
症例は、30 歳代女性。左中下咽頭後壁の粘膜下腫瘤に対し TOVS を施行した。術前、術後 17

日、術後 3か月で VFと HRM の測定を行い比較した。 
 
研究 2：術中ステロイド局注を用いた音声障害予防に関する検討 
対象は、局注群として TOVS 術直後の創部にステロイド局所注入を行い、外来で 3か月以上経

過観察した症例とした。さらに対照群として、過去に当院で TOVS を施行しステロイド局注を行
っていない症例の中から T stage、切除部位・深度・面積等を局注群と適合させた非局注群を設



定し比較した。評価項目は瘢痕拘縮の程度、下咽頭の狭窄、声帯運動、合併症とした。瘢痕拘縮
の程度は術後外来診察での内視鏡所見をもとにスコアリングを行った。 
 
研究 3：術前リハビリテーションの導入と有効性の検討 
対象は、EMST 群として防衛医科大学校病院耳鼻咽喉科にて TOVS 施行予定で術後嚥下障害のリ

スクが高いと判断された患者 11 名。対照群として年齢や切除亜部位等をマッチさせた非訓練群
を設定した。訓練は EMST150 を用い、25回/日の呼気訓練を自宅で実施し、術前日まで施行した。
主要評価項目は直接嚥下訓練中断の有無とした。副次的評価項目 は、経管栄養離脱日数、経口
摂取開始日数、在院日数、penetration aspiration scale (PAS)、 bolus 
residue scale (BRS)、喉頭挙上距離(mm)とした。さらに EMST 群については、訓練実施前・訓
練実施後の最大呼気圧・最大吸気圧を測定した。 
 
 
 
４．研究成果 
研究 1：高解像度マノメトリー（HRM）を用いた TOVS 術後嚥下機能の解析 
HRM では、術後 17日の中下咽頭部最大圧が 23.0mmHg と顕著な低値を示したが、術後 3か月で

は 172.8mmHg と回復した（図１）。VF では、舌骨移動距離に変化は認めず、喉頭挙上遅延時間
（LEDT）が術後 17 日の時点で 0.467 秒と延長していた。術後 17 日で認められた顕著な中下咽
頭部最大圧の低下は、TOVS による咽頭収縮筋切除が影響しており、術後の瘢痕拘縮や嚥下訓練、
食事摂取により咽頭収縮に代償機能が働き、嚥下に必要な咽頭圧が形成できるようになったと
考えられた。 
 

 
 
研究 2：術中ステロイド局注を用いた音声障害予防に関する検討 
結果は、局注群、非局注群は各々20 症例であった。瘢痕拘縮の程度に関して両者を比較した

ところ、局注群において有意に程度の改善を認めた。声帯運動障害、下咽頭の狭窄、合併症に関
しては両群において有意差を認めなかったが、声帯運動障害に関しては局注群において改善傾
向はみられた。 
 
 
研究 3：術前リハビリテーションの導入と有効性の検討 
結果は、EMST 群において主要評価項目である直接嚥下訓練の中断が有意に減少していた。さ

らに副次的評価項目について、BRS は術後において非訓練群の方が有意に高値を示し、喉頭挙上
距離は術後において EMST 群の方が有意に延長した。他の副次的評価項目については有意差を認
めなかった。最大呼気圧は訓練後に有意に上昇した（図 2）。 
 

図 1 高解像度マノメトリーの経時的な変化 
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図 2 訓練前後の最大呼気圧・最大吸気圧の変化 
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